
「山王キネまち大学2023」映画と福祉のコラボ事業
映画「ケイコ目を澄ませて」と
聴覚障がいを理解する体験コラボ

2023年7月2(日)

鶴岡まちなかキネマで映画「ケイコ目を澄ませて」鑑賞後、聞こえ
ないということはどういうことか、具体例や寸劇を交えながら楽し
く学びました。その後、挨拶などの簡単な手話を体験しました。

人は皆、初めてのことに出くわ
すと慌ててしまう。聴覚障がいに
対しても同様で、今まであまり縁
がなかった人にとっては、どうし
たらいいのか分からず焦ってしま
う場面も多いだろう。
ここではまず、16名の参加者
に聞えないということはどういう
ことなのか、そしてどんなサポー
トが好ましいのかを知ってもらっ
た。この「第一歩＝０から１」だ
けでも相当の成果だといえる。

手話を体験する場面では、参加
者全員が真剣な眼差しで熱心に手
を動かしていて、関心の高さがう
かがえた。実際にサポートが必要
な場面でも、きっと臆せず率先し
てコミュニケーションをとってく
れるものと思う。
単発の開催で終わるのでなく、

第二回も予定している。裾野を広
げていくと共に、リーダーとなっ
て働きかける人も増やし、地域共
生社会づくりにつなげていきたい。





映画「こころの通訳者たち」what a wonderful 
world  コラボ トークショー ＆「とある演奏会」 

2023年7月２2日(土),23日(日)

目が見えないということ、その
人の暮らし、手を貸してほしいこ
と等の理解を促進するとともに、
目がみえなくても努力して素晴ら
しい特技や趣味を手に入れて人生
を楽しんでいる人たちがいること
を知ってもらい、「障がい」を正
しく理解してくれる人が増えるこ
とを願って開催しました。
鶴岡市の「意思疎通支援者派遣

事業」より手話とパソコン要約筆
記通訳の方々にもご協力いただき、
お陰様で聴覚障がいのある人たち
にもご参加いただけました。
映画やトークの内容が予想以上

に良かったため障がいの理解はも
とより、更に踏み込んで「伝える
ということ」「コミュニケーショ
ンの取り方」「みんなに優しいユ
ニバーサルな場づくり」等につい
ても考える契機となりました。
リクエストにもあったように、

障がいの有る無しに関わらず一緒
にレクリエーションができる企画
が求められています。また、ゲス
トの話を聞いているだけではなく
参加型の催しの希望もあります。
まずは単発でも良いのでレクリ

エーション企画を、そして誰もが
気軽に参加できる座談会を定期開
催するのはどうかと思案中です。

鶴岡まちなかキネマにて『こころの通訳者たち』上映後にトークショー、２日目
はトークショー後に演奏会を開催。登壇者：平塚千恵子(プロデューサー)、山田礼
於(監督)、石井健介(出演者.目が見えない)、高橋佑輔(鶴岡のピアニスト.目が見え
ない)、MC 菊地将晃(鶴岡の福祉活動家／ダンサー)
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